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衆
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院
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鈴
木
宗
男
君
提
出
新
エ
ネ
ル
ギ
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産
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技
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総
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使
用
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に
関
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る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
白
金
台
研
修
セ

ン
タ
ー
は
、
研
修
、
集
会
・
会
合
、
会
議
等
に
利
用
で
き
る
多
機
能
の
施
設
と
し
て
、
職
員
に
対
す
る
研
修
、
各
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
等
の
開
催
、
職
員
の
親
睦
会
等
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
資
質
向
上
や
職
員
間
の
融
和
等
を
図
る
こ

と
を
設
立
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
主
な
使
用
目
的
は
、
職
員
に
対
す
る
研
修
、
機
構
主
催
又
は
共
催
の
会
議
及
び
会
食
、

懇
親
会
等
福
利
厚
生
の
た
め
の
会
合
、
外
部
団
体
と
の
各
種
会
合
等
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

機
構
に
よ
れ
ば
、
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
に
係
る
機
構
の
支
出
は
、
平
成
十
四
年
度
が
一
億
三
百
九
十
四
万
五
千
百
五
十

二
円
、
平
成
十
五
年
度
が
九
千
七
百
八
十
四
万
八
千
八
百
六
十
二
円
、
平
成
十
六
年
度
が
九
千
六
百
九
十
三
万
七
千
九
百
四

円
、
平
成
十
七
年
度
が
八
千
六
百
四
十
七
万
五
千
六
百
八
十
一
円
、
平
成
十
八
年
度
が
八
千
二
百
二
十
六
万
千
三
百
六
十
六

円
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一



三
に
つ
い
て

機
構
に
よ
れ
ば
、
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
に
係
る
機
構
の
支
出
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
運
営
費
交
付
金
等
の
収
入
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
機
構
に
よ
れ
ば
、
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
か
ら
は
、
利
用
料

を
徴
収
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

機
構
に
よ
れ
ば
、
職
員
に
対
す
る
研
修
、
機
構
主
催
又
は
共
催
の
会
議
及
び
会
食
等
を
使
用
目
的
と
す
る
会
議
室
の
使
用

回
数
は
、
平
成
十
四
年
度
が
二
百
八
十
六
回
、
平
成
十
五
年
度
が
二
百
五
十
四
回
、
平
成
十
六
年
度
が
二
百
五
十
三
回
、
平

成
十
七
年
度
が
二
百
五
十
九
回
、
平
成
十
八
年
度
が
三
百
三
十
三
回
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
機
構
主
催
又
は
共

催
の
会
食
、
懇
親
会
等
福
利
厚
生
の
た
め
の
会
合
、
外
部
団
体
と
の
各
種
会
合
等
を
使
用
目
的
と
す
る
会
合
室
等
の
使
用
回

数
は
、
平
成
十
四
年
度
が
七
百
回
、
平
成
十
五
年
度
が
六
百
六
十
六
回
、
平
成
十
六
年
度
が
六
百
五
十
七
回
、
平
成
十
七
年

度
が
六
百
五
十
八
回
、
平
成
十
八
年
度
が
五
百
九
十
七
回
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

機
構
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
は
、
出
張
者
、
会
議
の
出
席
者
等
の
宿
泊
を
使
用
目
的
と
す
る
宿
泊
室
の
使
用
が

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
使
用
回
数
は
、
平
成
十
四
年
度
が
百
八
十
九
回
、
平
成
十
五
年
度
が
百
六
十
五
回
、
平
成
十
六
年
度

二



が
百
六
十
九
回
、
平
成
十
七
年
度
が
百
三
十
四
回
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
新
聞
記
事
は
、
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

機
構
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
同
年
十
月
ま
で
の
間
の
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
の
利
用
件
数
は
百
九
十

五
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
夕
食
を
伴
う
利
用
件
数
は
七
十
五
件
で
あ
り
、
会
議
室
の
利
用
件
数
全
体
に
占
め
る
割
合
は
約
三

十
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
機
構
に
よ
れ
ば
、
会
議
室
の
夕
食
を
伴
う
利
用
件
数
の
う
ち
職
員
以

外
の
者
か
ら
の
申
込
み
に
よ
る
利
用
件
数
は
四
十
四
件
で
あ
り
、
会
議
室
の
夕
食
を
伴
う
利
用
件
数
全
体
に
占
め
る
割
合
は

約
五
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
機
構
に
よ
れ
ば
、
経
済
産
業
省
職
員
の
み
に
よ
る
会
議
室
の
利
用
件
数

に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

機
構
に
よ
れ
ば
、
職
員
以
外
の
者
に
よ
る
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
有
効
活
用
の
た
め
、
機

構
の
使
用
に
支
障
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、
利
用
料
の
徴
収
を
条
件
に
認
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
運
営
方

法
は
問
題
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三



七
に
つ
い
て

白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
機
構
に
お
い
て
、
周
辺
地
価
の
状
況
、
代
替
施
設
の
確
保
状
況
、
周
辺
住
民
の
理

解
及
び
協
力
等
を
踏
ま
え
つ
つ
売
却
等
の
可
能
性
及
び
時
期
を
含
め
早
急
に
検
討
し
、
機
構
の
次
期
中
期
目
標
期
間
中
に
結

論
を
得
る
よ
う
、
経
済
産
業
省
と
し
て
機
構
を
指
導
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


